
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

 

 

  

   

   

   

     

 

 

  

 

ま ざす
鱒沢四社合同祭典賑やかに開催 

                

 

 

第 54号 

令和５年 11月２日発行 

【発行元】鱒沢地域づくり会議
事務局(鱒沢地区センター)  
TEL 69-1150  FAX 67-2157 

【鱒沢の人口】 
男性：404人（△４） 
女性：448人（±０） 

  計：852人（△４） 
※（ ）前月比 R5.9.30 現在 

９
月
24
日
（
日
）
10
時
30
分
よ

り
４
年
ぶ
り
に
鱒
沢
四
社
合
同
祭

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

鱒
沢
四
社
は
、
平
成
25
年
度
に

遠
野
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
白
石
神

社
、
愛
宕
神
社
、
お
水
神
様
、
高
舘

八
幡
神
社
の
四
社
を
い
い
、
鱒
沢

地
域
に
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き
た

郷
土
芸
能
を
披
露
・
共
演
す
る
機

会
で
あ
る
と
と
も
に
賑
わ
い
の
創

出
と
交
流
推
進
の
た
め
合
同
で
祭

典
を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。 

当
日
は
秋
晴
れ
の
も
と
、
高
舘

八
幡
境
内
に
、
「
鱒
沢
神
楽
」
「
白

石
神
楽
」
「
鱒
沢
し
し
踊
り
」
の
郷

土
芸
能
団
体
、
「
お
神
輿
」
が
整
列

し
厳
か
に
神
事
を
行
っ
た
後
、
猿

田
彦
を
先
頭 

に
高
舘
の
園 

ま
で
渡
御
行 

列
を
行
い
ま 

し
た
。
高
舘 

の
園
の
敷
地 

内
で
、
郷
土 

芸
能
の
演
舞 

披
露
し
、
利 

用
者
さ
ん
が 

楽
し
ん
で
い 

る
様
子
が
伺 

え
ま
し
た
。 

            

 

祭
典
の
最
後
に
は
３
つ
の
郷
土

芸
能
団
体
で
高
舘
八
幡
神
社
を
巡

っ
た
あ
と
、
踊
り
を
奉
納
し
、
神
社

内
で
は
神
事
が
行
わ
れ
五
穀
豊
穣

と
地
域
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た

。
久
し
振
り
の
お
祭
り
の
開
催
に
「

白
石
神
楽
」
、
「
鱒
沢
し
し
踊
り
」

で
は
市
外
に
住
ん
で
い
る
地
元
出

身
者
が
自
分
の
家
族
を
連
れ
て
の

踊
り
参
加
や
柏
木
平
地
区
か
ら
の

参
加
も
あ
り
祭
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
地
元
で
は
、
来
年
は
新
し
い

地
区
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
祭

り
と
し
て
盛
大
に
実
施
し
た
い
と

決
意
も
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
み
ん
な
で
築
く
ふ

る
さ
と
遠
野
推
進
事
業
補
助
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。 

 
   

↑花巻から応援に来た「白石神楽」

の三つ子ちゃん 

 

 

 

鱒
小
児
童
の
し
し
と
掛
け↑

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10
月
27
日
（
金
）
に
鱒
沢
保
育
園 

園
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
鱒
沢
銀
座

を
仮
装
し
て
「
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の

元
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
達
は

手
づ
く
り
カ
ー
ド
を
地
域
の
方
々
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
地
域
の
方
々
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
で
園
児
達
へ
お
菓

子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。 

年
長
さ
ん
の
山
蔭
瑛
凪
（
え
な
）
ち 

ゃ
ん
は
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
と
こ

ろ
が
楽
し
か
っ
た
」
、
佐
々
木
実
莉 

（
み
の
り
） 

ち
ゃ
ん
は 

「
バ
ッ
ク
を 

作
っ
た
こ
と 

と
ド
レ
ス
を 

着
た
こ
と
が 

楽
し
か
っ
た
」 

と
笑
顔
で
話 

し
て
く
れ
ま 

し
た
。 

 

親
子
で
防
火
を
呼
び
か
け 



お正月前の買い物支援を開催する。「地域で支え合う事業」の組

織づくりと内容の検討を進める。 

 白菜の収穫や加工作業を進めながら生涯学習講座の開催に向け

て準備を進める。自家製味噌づくりの手法を学ぶ。 

 
来年２月に鱒小と地域住民とで「故郷の詩」の合奏のコラボを

実現させるための練習会の開催。沢目地区の宮守町最古である

「南無阿弥陀仏の碑」の紹介標柱の設置。 

 

 

 

「故郷の詩」11月の練習日 

  

 

 

 

 

今年最後の練習会です。是非来て下さい！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０日（木） 午後７時～ 

  

 

 

 

広報のバックナンバー(カラー版)は鱒沢地区センターのＨＰをご覧下さい。 鱒沢地区センター 🔍検索 

令和５年度鱒沢地区まちづくり事業計画前期報告会開催 
 

10 月５日（木）18 時 30 分から遠野麦酒苑（柏木

平）で第 1 回目の推進部会を開催し「集い・にぎわ

い」、「暮らしの安心」、「農と食」、「交流と継承

」各ワーキンググループ（ＷＧ）が４月から９月に行

った活動の報告をしました。また、令和６年からの

５ヶ年計画に向けての意見交換も活発に行われまし

た。ＷＧメンバーに加え地域住民の参加もあり有意

義な報告会となりました。 

 

 

 

 

交流と継承ワーキンググループ

講座開催日程及び詳細については後日チラ

シを全戸配布します。 

   ～参加をお持ちしています～ 

 

 

 

【集い・にぎわいＷＧ】 

◆◇◆◇◆ お 知 ら せ ◆◇◆◇◆ 

 

↑意見交換の様子 

 

 

鱒沢小学校 体育館 
 

 

11月４日（土）に開催する「鱒沢スカットボール交流会」に向

けて準備を進める。 

 

10
月
12
日
（
木
）
第
３
回
目
の
練
習

会
の
様
子↓

 
【暮らしの安心ＷＧ】 

【農と食ＷＧ】 

【交流と継承ＷＧ】 

各ＷＧの 10 月（後期）からの活動概要 

11月 18日 白菜キムチづくり体験会 

12月２日 しめ縄づくり教室 

１月 かご編み教室 

 

生涯学習講座開催予定  
 


